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商工費

第 163号（3） 諸塚村議会だより 令和元年11月 （2）第 163号諸塚村議会だより令和元年11月

平成30年度一般会計決算認定
令和元年第３回定例会

★　特　別　会　計　★

第３回定例議会 令和元年度一般会計補正予算

合計34億1000万円
補正額：1億6000万円

◆一般会計の主な補正内容◆

幼児教育・保育の無償化に対応 （単位）万円

◆特別会計の主な補正内容◆

◆条例の制定等◆ （原案可決）

「総務」 ・給与システム委託 ……………………………………………………………………………… 174万円
 ・消防施設修繕 …………………………………………………………………………………… 138万円
「企画」 ・総合戦略、第6次総合長期計画策定事業 …………………………………………………… 300万円
 ・塚原発電所利活用基本構想事業 ……………………………………………………………… 100万円
 ・公民館・集会所等改修事業補助金 …………………………………………………………… 348万円
 ・特産品開発協議会補助金 …………………………………………………………………… 230万円
「住民」 ・幼児教育・保育無償化対応システム改修事業 ……………………………………………… 408万円
 ・母子保健情報連携システム改修事業 ………………………………………………………… 119万円
「産業」 ・牛舎改善事業 …………………………………………………………………………………… 111万円
 ・椎茸団地修繕事業（修繕料・原材料） ……………………………………………………… 899万円
「建設」 ・県単独治山事業 ……………………………………………………………………………… 1,135万円
 ・道路維持事業 …………………………………………………………………………………… 300万円
 ・村有住宅改修事業 ……………………………………………………………………………… 130万円
 ・林業施設災害復旧事業 …………………………………………………………………… 1,850万円
 ・耕地災害復旧事業（委託料、工事） ……………………………………………………… 2,920万円
 ・土木施設災害復旧事業（委託料、工事） ………………………………………………… 4,860万円
「教委」 ・教員住宅修繕事業 …………………………………………………………………………… 138万円
 ・中学校給食備品購入事業 ……………………………………………………………………… 583万円

「国　　　　　保」 ・総務費 ……………………………………………………………………………… 43万円
 ・諸支出金 …………………………………………………………………………… 100万円
 ・予備費 ……………………………………………………………………………… 489万円
「後期高齢者医療」 ・予備費 ……………………………………………………………………………… 129万円
「介　護　保　険」 ・諸支出金 …………………………………………………………………………… 680万円
 ・予備費 ……………………………………………………………………………… 931万円
「簡　易　水　道」 ・衛生費 ……………………………………………………………………………… 172万円
「公 共 下 水 道」 ・衛生費 ……………………………………………………………………………… 283万円
「診　　療　　所」 ・総務費 ……………………………………………………………………………… 304万円
 ・医業費 …………………………………………………………………………… ▲304万円
「発　　　　　電」 ・予備費 ……………………………………………………………………………… 96万円

「企画課、教育委員会」         
・諸塚村使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定（消費税率変更に伴うもの）         
         
｢教育委員会｣         
・諸塚村立幼稚園条例の一部を改正する条例の制定（幼児教育の無償化に伴うもの）         
・諸塚村奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制定（幅広い学生に対応、定住による特別免除の改正）         
「建設課」         
・村道の路線認定について

歳入額　35億1290万円
歳出額　33億7064万円　　

　今日の世界情勢は、米中の貿易摩擦により世界経済に様々な影響を及ぼす中、日本国内では国
土強靱化基本計画が示されてはいるものの、自然災害はその規模と被害はとどまるところを知ら
ない状況にあり、想定範囲を遙かに超える事態も珍しくない。これはいわゆる地球温暖化に起因
することは確かと思われる。近年本村においては、大きな災害がないのは幸いであるが、備えに
は万全を期さなければならない。

　そのような中、本村の平成30年度一般会計決算は、歳入35億1,290万円、歳出33億7,064万円であり、前年度より
歳入で1億5,809万円、歳出で1億2,025万円の減額決算となった。これは地方交付税の減額が主因であるが依存財源が
約8割を占める本村にとっては、毎年が厳しい財政運営となっており、10月からの消費税の2％増税が今後どう影響して
くるかも注目されるところである。
　主財源となる地方交付税の減額決算の中で、若者定住環境の住宅建設、子育て支援対策としての保育所建設、産業振
興、福祉政策等、積極的な事業を展開すると同時に、公債費も順調に償還するなど村民経済に大きく寄与する政策を評価
するものである。
　依然として人口減少をはじめ、厳しい財政状況が続く中で、更なる行財政
運営に努めていただき、地域活力の向上に期待したい。

１． 人口減少対策への取り組み

２． 基金の有効活用

３． 国土強靱化対策への積極的な取り組み

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
診 療 所 事 業
発 電 事 業
特 別 会 計 合 計

3億2707万円
3056万円

2億3302万円
2636万円
1644万円

3億2876万円
275万円

9億6496万円

会   計   名 会   計   名

議 会 費

4562万円

総 務 費 民 生 費 農林水産費衛 生 費

5億0695万円 4億0263万円 1億4153万円 8億1834万円

商 工 費

3371万円

土 木 費 消 防 費 災 害 復 旧 費教 育 費

4億4569万円 5579万円 2億4526万円 1億9481万円

公 債 費

3億0465万円

総括意見

個別意見

5億0695万円 4億0263万円

4億4569万円 2億4526万円

8億1834万円

決算審査特別委員会の様子
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第 163号（5） 諸塚村議会だより 令和元年11月 （4）第 163号諸塚村議会だより令和元年11月

一

質
般

問
今
回
五
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

尾
形
浩
一
議
員

問　
黒
岳
の
現
状
は
、
鹿
の

食
害
が
ひ
ど
く
、
キ
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
は
花
を
殆
ど
喰
い

尽
く
す
状
況
で
し
た
。
他
に

カ
ゴ
ダ
キ
の
展
望
所
周
辺
も

鹿
が
嫌
い
な
植
物
だ
け
が
繁

殖
し
て
い
る
。
県
内
で
も
希

少
な
植
物
が
生
育
す
る
場
所

で
あ
り
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　
対
策
に
は
鋭
意
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
巡
回

確
認
を
行
い
、
カ
ゴ
ダ
キ
の

保
護
ネ
ッ
ト
の
範
囲
を
広
げ

る
た
め
の
補
正
予
算
も
計
上

し
ま
し
た
。

山
本
多
喜
弥
議
員
　

問　
現
在
、
田
畑
が
獣
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
山
の
標
高
に
よ

っ
て
、
た
と
え
ば
１
０
０
０

ｍ
以
上
は
天
然
更
新
し
て
造

林
で
き
な
い
、
８
０
０
ｍ
ま

で
は
半
分
造
林
、
そ
れ
以
下

は
造
林
で
き
る
、
そ
の
様
な

事
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
動
物
が
成
育
で
き
る
場

所
を
作
っ
て
や
る
様
な
事
は

ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

西
川
村
長

答　
諸
塚
村
の
山
は
中
腹
か

ら
尾
根
に
か
け
て
地
形
が
比

較
的
よ
い
こ
と
か
ら
、
林
家

の
所
有
規
模
や
形
態
な
ど
か

ら
制
度
化
は
難
し
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
モ
ザ
イ
ク
林
層

的
な
多
様
性
の
あ
る
森
づ
く

り
、
野
生
生
物
の
共
生
森
づ

く
り
の
普
及
、
推
進
、
ル
ー

ル
の
検
討
は
必
要
と
思
い
ま

す
。

問　
今
の
ま
ま
で
は
野
生
生

物
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
十
年
後
二
十
年
後
を

見
据
え
て
で
き
な
い
か
を
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
①
自
伐
型
林
業
の
推
進

最
近
全
国
的
に
自
伐
型
林
業

が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

村
に
お
い
て
は
、
分
収
林
契

約
の
関
係
、
国
策
に
よ
る
事

業
体
林
業
へ
の
シ
フ
ト
、
な

ど
の
理
由
か
ら
、
皆
伐
方
式

が
目
立
っ
て
い
る
が
、
自
伐

型
林
業
に
よ
る
長
伐
期
施
業

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

諸
塚
村
に
適
地
適
木
の
理
想

的
な
山
が
出
来
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
自
伐
林
家
へ
の

支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
何
よ
り
も
人
口
減
少
対

策
に
も
な
る
と
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

②
森
林
組
合
加
工
場
の
今
後

森
林
組
合
加
工
場
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
。
日

向
市
の
中
国
木
材
と
の
コ
ス

ト
競
争
や
人
手
不
足
、
人
材

不
足
、
さ
ら
に
は
資
金
面
な

ど
を
考
え
る
と
、
前
途
は
き

わ
め
て
厳
し
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
森
林

組
合
が
主
体
的
に
考
え
る
問

題
で
は
あ
る
が
、
村
の
木
材

産
業
全
体
に
か
か
わ
る
問
題

で
も
あ
る
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

国
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
計
画

は
日
々
変
化
し
て
い
る
。
現

在
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
計
画

の
中
間
結
果
と
今
後
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。

西
川
村
長

答　
①
機
材
へ
の
支
援
は
国

県
の
支
援
策
が
な
く
、
無
利

子
の
林
業
・
木
材
産
業
改
善

資
金
の
活
用
に
頼
る
状
況
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
村
単
独

事
業
も
現
在
の
財
源
が
厳
し

い
中
、
高
額
と
な
る
支
援
の

た
め
、
他
の
補
助
金
と
も
精

査
し
、
検
討
し
た
い
。

②
原
木
入
荷
の
減
少
、
従
業

員
の
確
保
、
売
上
げ
実
績
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
近

日
中
に
森
林
組
合
長
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
現
状
の
話
し

と
意
見
交
換
の
場
所
を
設
け

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
率
直
に
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

③
国
の
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
に
申
請
し
、
第

２
次
審
査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
不

採
択
の
通
知
が
届
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
林
業
立
村
と
し
て
の
発

信
を
、
も
う
少
し
強
力
に
や

っ
て
い
く
べ
き
と
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
道
路
維
持
管
理
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
大
変
有
難
い

と
の
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
減
少
が
続
く
中
、

集
落
で
の
管
理
は
困
難
な
時

代
が
せ
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
道
路
維
持
管
理
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
お
伺
い
し
ま

す
。

西
川
村
長

答　
昨
年
の
実
績
は
、
延
べ

１
２
０
０
人
で
約
６
０
０
キ

ロ
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
道
路
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸
塚
に
１
０
３

キ
ロ
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
村

と
し
て
の
維
持
管
理
は
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
所
存
で

す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ

る
、
人
口
減
少
が
続
く
中
バ

ス
運
行
は
、
村
民
の
か
か
せ

な
い
重
要
な
足
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
の

人
口
減
少
か
ら
、
運
転
手
の

高
齢
化
、
運
転
手
の
な
り
手

不
足
な
ど
、
バ
ス
運
行
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
村
民
の
重

要
な
足
と
な
っ
て
い
る
だ
け

に
問
題
は
大
き
く
な
る
、
早

め
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

西
川
村
長

答　

運
営
の
補
助
と
し
て

は
、
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
運

行
補
助
金
と
し
て
、
１
２
６

０
万
円
の
補
助
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
運
賃
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
通
学
生
に
対

し
て
、
年
間
４
０
０
万
円
ほ

ど
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
民
間
で
運
営
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
バ
ス
の
運
営
補
助
を
含

め
、
会
社
の
運
営
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
鳥
獣
被
害
は
全
国
的
な

問
題
で
あ
り
、
本
村
で
も
猟

友
会
を
中
心
と
し
た
有
害
駆

除
の
実
施
や
新
た
に
結
成
さ

れ
た
特
別
捕
獲
隊
に
よ
る
駆

除
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

被
害
は
決
し
て
減
少
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
農
作
物

へ
の
被
害
が
増
す
中
、
特
別

捕
獲
隊
の
役
割
は
大
い
に
期

待
で
き
る
。
猟
友
会
の
高
齢

化
に
伴
う
対
策
と
し
て
、
い

ち
早
く
職
業
化
と
し
て
の
考

え
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
で

あ
る
。
村
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

西
川
村
長

答　
特
別
捕
獲
隊
は
平
成
29

年
に
発
足
し
、
現
在
11
名
で

活
動
し
て
い
る
。
捕
獲
日
数

を
増
や
す
こ
と
は
検
討
し
て

い
く
が
、
現
行
の
捕
獲
、
防

護
の
制
度
を
利
用
し
な
が
ら

猟
友
会
の
意
見
を
確
認
し
、

効
果
の
出
る
方
法
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　
有
害
駆
除
・
一
斉
捕
獲

等
を
実
施
し
て
い
る
が
短
期

間
で
の
実
施
で
あ
り
、
個
体

の
減
少
と
ま
で
は
い
っ
て
い

な
い
。
捕
獲
日
数
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
個
体
の
捕
獲
も

効
果
が
あ
る
。
結
成
さ
れ
た

特
別
捕
獲
隊
の
頑
張
り
に
期

待
し
た
い
と
考
え
る
が
。

答　
平
時
に
対
応
で
き
る
趣

旨
か
ら
、
特
別
捕
獲
隊
は
結

成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
被

害
が
出
れ
ば
早
急
に
対
応
で

き
る
が
、
各
自
仕
事
が
あ
り

全
員
そ
ろ
う
こ
と
は
難
し

い
。
専
任
で
き
る
方
も
い
る

が
負
担
が
大
き
い
。
猟
友

会
、
捕
獲
隊
も
含
め
て
話
し

合
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
美
郷
町
の
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
に
今
年
度
か
ら
、
林

業
の
振
興
と
担
い
手
確
保
を

目
的
と
し
て
開
講
さ
れ
た
。

本
村
か
ら
も
４
名
入
校
し

日
々
研
修
を
受
け
て
い
る
。

林
業
立
村
を
掲
げ
る
諸
塚
村

も
担
い
手
の
確
保
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
本
村
で
就
業
を

後
押
し
す
る
よ
う
な
制
度
等

の
検
討
も
必
要
。
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

西
川
村
長

答　

林
業
大
学
校
の
支
援

は
、
実
習
の
場
や
村
営
住
宅

の
提
供
、
交
通
費
の
助
成
等

を
予
算
化
し
た
。
大
切
な
こ

と
は
、
今
後
の
就
職
活
動
で

あ
る
。
本
村
に
就
業
し
た
と

き
に
は
、
現
行
の
担
い
手
対

策
事
業
を
活
用
し
支
援
を
行

っ
て
い
く
と
考
え
る
。

問　
近
隣
町
村
も
就
業
を
後

押
し
す
る
よ
う
な
制
度
も
事

業
化
し
て
い
る
。
美
郷
町
で

は
住
居
を
町
内
に
置
き
就
業

し
た
も
の
に
は
年
間
27
万
５

千
円
を
給
付
し
米
も
配
布
し

て
い
る
。
林
業
立
村
と
し
て

掲
げ
た
以
上
は
、
第
一
期
生

の
学
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
就
業
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
対
策
も
強
く
求
め
て
い
く

こ
と
も
必
要

答　
諸
塚
村
も
総
合
的
に
考

え
て
い
る
。
各
種
補
助
事

業
、
支
援
事
業
を
ト
ー
タ
ル

的
に
考
え
る
と
、
他
町
村
に

ひ
け
は
と
ら
な
い
。
後
継
者

確
保
や
人
口
減
少
に
つ
な
が

る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
諸
塚
村
は
林
業
立
村
と

し
て
、
椎
茸
・
木
材
・
畜

産
・
茶
、
園
芸
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
椎
茸
・
茶
に
お
い

て
は
価
格
の
不
安
定
な
ど
生

産
者
の
意
欲
の
低
下
や
、
高

齢
化
や
担
い
手
等
の
確
保
な

ど
全
て
の
産
業
に
お
い
て
先

細
り
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
。
人
口
減
少
と
い
う
大
き

な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
中

で
、
生
産
者
が
安
心
し
て
働

き
、
第
一
次
産
業
に
従
事
で

き
る
将
来
の
方
向
性
を
見
い

だ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

政
策
と
考
え
る
。

西
川
村
長

答　
村
内
産
業
で
椎
茸
価
格

の
低
迷
が
あ
る
。
こ
れ
以
上

は
下
が
る
こ
と
は
な
い
が
、

生
産
者
・
問
屋
と
一
緒
に
な

っ
て
消
費
者
離
れ
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
流
通
に
乗
せ
る
と
価
格

の
低
下
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や

直
販
事
業
と
も
連
携
し
対
策

を
検
討
し
た
い
。
村
と
し
て

も
、
現
在
の
各
種
補
助
事
業

を
検
討
・
継
続
し
関
係
機
関

と
協
力
し
、
経
費
、
収
益
等

を
再
度
確
認
し
適
正
な
複
合

経
営
に
生
産
者
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
。

問　
椎
茸
生
産
者
の
平
均
年

齢
も
66
歳
で
あ
り
、
５
年

先
、
10
年
先
に
は
接
種
す
る

生
産
者
も
減
少
し
て
く
る
。

産
業
振
興
政
策
の
中
で
、
一

番
重
要
な
こ
と
は
後
継
者
も

含
め
て
、
新
規
参
入
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
人
口
減
少
に
よ
る
縮
小

社
会
の
中
で
、
産
業
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
、
個
々
の

意
識
の
持
ち
方
や
取
り
組
み

に
か
か
る
と
思
う
。
現
存
す

る
各
種
補
助
事
業
を
有
効
に

活
用
し
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
。

岩
本
國
和
議
員

問　
諸
塚
の
産
業
は
、
四
大

産
業
で
あ
る
木
材
・
椎
茸
・

茶
・
畜
産
そ
し
て
施
設
園
芸

の
複
合
経
営
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
産
業
の
先

行
き
に
影
を
落
と
し
て
い
る

の
が
、
人
手
不
足
で
す
。

年
々
働
き
手
は
高
齢
化
し
て

い
ま
す
。
諸
塚
の
農
林
業
は

小
規
模
経
営
で
あ
り
、
補
助

事
業
に
も
取
り
組
め
な
い
状

況
で
す
。
今
後
、
諸
塚
の
産

業
維
持
の
為
に
も
、
自
営
農

林
家
の
機
械
化
は
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
が
、
機
械
導
入

に
は
高
額
で
経
営
を
圧
迫
し

ま
す
。
諸
塚
村
の
産
業
を
支

え
る
為
に
も
、
村
単
独
の
補

助
事
業
を
行
う
こ
と
は
出
来

な
い
か
、
村
長
の
答
弁
を
求

め
ま
す
。

西
川
村
長

答　
本
村
の
主
要
産
業
に
つ

い
て
は
、
機
械
化
は
必
要
な

案
件
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
機
械
化
補
助
に
つ
い

は
、
他
の
補
助
事
業
と
の
調

整
も
含
め
、
各
方
面
か
ら
の

意
見
の
お
伺
い
し
、
他
町
村

の
状
況
も
研
究
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
村
長
が
、
「
残
っ
て
い

る
我
々
が
良
い
思
い
を
す
る

よ
う
な
村
づ
く
り
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
」
言
い
ま

す
が
そ
う
い
う
方
向
性
の
た

め
に
も
、
是
非
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
林
道
小
原
井
・
財
木
線

は
、
約
６
０
町
歩
の
大
規
模

伐
採
が
３
〜
４
年
か
け
て
行

わ
れ
、
そ
の
影
響
で
、
道
路

舗
装
被
害
が
、
至
る
所
で
お

き
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路

は
、
椎
葉
・
五
ヶ
瀬
・
熊
本

方
面
へ
の
連
絡
道
で
あ
り
、

災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
の

機
能
も
果
た
し
、
生
活
道
と

し
て
も
大
切
な
道
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
道
路
が
、
躊
躇
す

る
ほ
ど
傷
ん
で
い
ま
す
。
一

刻
も
早
く
元
の
状
態
に
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
村
長
の
答
弁
を
求
め
ま

す
。

西
川
村
長

答　
当
路
線
で
の
損
傷
が
激

し
い
箇
所
は
延
長
７
．
６
キ

ロ
ほ
ど
あ
り
、
全
て
の
箇
所

を
補
修
す
る
に
は
多
額
の
工

事
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、

財
政
的
に
も
す
ぐ
に
は
着
工

で
き
な
い
状
況
で
す
。
当
面

重
機
班
に
よ
る
砂
利
で
の
損

傷
箇
所
の
復
旧
を
基
本
に

し
、
舗
装
・
補
修
工
事
が
可

能
な
補
助
事
業
も
検
討
し
な

が
ら
、
少
し
で
も
早
く
路
面

修
復
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
柳
原
バ
ス
停
か
ら
中
学

校
ま
で
の
通
学
路
が
危
険
で

あ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
を
民
生
児
童
委
員
か
ら
要

望
が
あ
り
、
所
管
事
務
調
査

を
し
た
経
緯
が
あ
り
、
構
造

上
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
は

出
来
な
い
と
の
事
で
し
た
。

柳
原
は
交
差
点
で
も
あ
り
、

危
険
度
は
高
い
と
思
い
ま

す
。
バ
ス
停
を
中
学
校
正
門

付
近
に
移
し
、
通
学
路

も
旧
柳
原
橋
を
利
用
し

て
は
と
考
え
ま
す
。
村

長
の
答
弁
を
求
め
ま

す
。

西
川
村
長

答　
現
在
、
柳
原
バ
ス

停
の
交
差
点
付
近
で
先

生
方
が
、
ま
た
榊
原
所

長
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
児
童
生
徒
が
安

全
に
登
校
で
き
る
よ

う
、
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
通
学
路
点
検
で

は
、
県
道
へ
の
表
示
板

の
設
置
や
路
面
へ
の
凸

凹
の
設
置
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
通
学
路
安
全
推
進

会
議
の
中
で
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
バ
ス
停
の
移
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

の
公
共
交
通
会
議
の
中

で
検
討
を
行
え
ば
、
可

能
な
よ
う
で
す
。

尾形浩一議員

西川村長

梅田義輝議員

甲斐光徳議員

山本多喜弥議員

①
黒
岳
の
鹿
食
害

に
つ
い
て

①
標
高
に
よ
る
造

林
方
法
に
つ
い
て

①
林
業
問
題
に
つ
い
て

②
公
道
維
持
管
理

に
つ
い
て

③
バ
ス
運
営
、運
賃
助
成

の
見
直
し
に
つ
い
て

①
特
別
捕
獲
隊
の

職
業
化
に
つ
い
て

問　答　
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一

質
般

問
今
回
五
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

尾
形
浩
一
議
員

問　
黒
岳
の
現
状
は
、
鹿
の

食
害
が
ひ
ど
く
、
キ
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
は
花
を
殆
ど
喰
い

尽
く
す
状
況
で
し
た
。
他
に

カ
ゴ
ダ
キ
の
展
望
所
周
辺
も

鹿
が
嫌
い
な
植
物
だ
け
が
繁

殖
し
て
い
る
。
県
内
で
も
希

少
な
植
物
が
生
育
す
る
場
所

で
あ
り
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　
対
策
に
は
鋭
意
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
巡
回

確
認
を
行
い
、
カ
ゴ
ダ
キ
の

保
護
ネ
ッ
ト
の
範
囲
を
広
げ

る
た
め
の
補
正
予
算
も
計
上

し
ま
し
た
。

山
本
多
喜
弥
議
員
　

問　
現
在
、
田
畑
が
獣
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
山
の
標
高
に
よ

っ
て
、
た
と
え
ば
１
０
０
０

ｍ
以
上
は
天
然
更
新
し
て
造

林
で
き
な
い
、
８
０
０
ｍ
ま

で
は
半
分
造
林
、
そ
れ
以
下

は
造
林
で
き
る
、
そ
の
様
な

事
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
動
物
が
成
育
で
き
る
場

所
を
作
っ
て
や
る
様
な
事
は

ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

西
川
村
長

答　
諸
塚
村
の
山
は
中
腹
か

ら
尾
根
に
か
け
て
地
形
が
比

較
的
よ
い
こ
と
か
ら
、
林
家

の
所
有
規
模
や
形
態
な
ど
か

ら
制
度
化
は
難
し
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
モ
ザ
イ
ク
林
層

的
な
多
様
性
の
あ
る
森
づ
く

り
、
野
生
生
物
の
共
生
森
づ

く
り
の
普
及
、
推
進
、
ル
ー

ル
の
検
討
は
必
要
と
思
い
ま

す
。

問　
今
の
ま
ま
で
は
野
生
生

物
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
十
年
後
二
十
年
後
を

見
据
え
て
で
き
な
い
か
を
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
①
自
伐
型
林
業
の
推
進

最
近
全
国
的
に
自
伐
型
林
業

が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

村
に
お
い
て
は
、
分
収
林
契

約
の
関
係
、
国
策
に
よ
る
事

業
体
林
業
へ
の
シ
フ
ト
、
な

ど
の
理
由
か
ら
、
皆
伐
方
式

が
目
立
っ
て
い
る
が
、
自
伐

型
林
業
に
よ
る
長
伐
期
施
業

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

諸
塚
村
に
適
地
適
木
の
理
想

的
な
山
が
出
来
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
自
伐
林
家
へ
の

支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
何
よ
り
も
人
口
減
少
対

策
に
も
な
る
と
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

②
森
林
組
合
加
工
場
の
今
後

森
林
組
合
加
工
場
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
。
日

向
市
の
中
国
木
材
と
の
コ
ス

ト
競
争
や
人
手
不
足
、
人
材

不
足
、
さ
ら
に
は
資
金
面
な

ど
を
考
え
る
と
、
前
途
は
き

わ
め
て
厳
し
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
森
林

組
合
が
主
体
的
に
考
え
る
問

題
で
は
あ
る
が
、
村
の
木
材

産
業
全
体
に
か
か
わ
る
問
題

で
も
あ
る
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

国
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
計
画

は
日
々
変
化
し
て
い
る
。
現

在
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
計
画

の
中
間
結
果
と
今
後
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。

西
川
村
長

答　
①
機
材
へ
の
支
援
は
国

県
の
支
援
策
が
な
く
、
無
利

子
の
林
業
・
木
材
産
業
改
善

資
金
の
活
用
に
頼
る
状
況
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
村
単
独

事
業
も
現
在
の
財
源
が
厳
し

い
中
、
高
額
と
な
る
支
援
の

た
め
、
他
の
補
助
金
と
も
精

査
し
、
検
討
し
た
い
。

②
原
木
入
荷
の
減
少
、
従
業

員
の
確
保
、
売
上
げ
実
績
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
近

日
中
に
森
林
組
合
長
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
現
状
の
話
し

と
意
見
交
換
の
場
所
を
設
け

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
率
直
に
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

③
国
の
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
に
申
請
し
、
第

２
次
審
査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
不

採
択
の
通
知
が
届
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
林
業
立
村
と
し
て
の
発

信
を
、
も
う
少
し
強
力
に
や

っ
て
い
く
べ
き
と
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
道
路
維
持
管
理
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
大
変
有
難
い

と
の
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
減
少
が
続
く
中
、

集
落
で
の
管
理
は
困
難
な
時

代
が
せ
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
道
路
維
持
管
理
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
お
伺
い
し
ま

す
。

西
川
村
長

答　
昨
年
の
実
績
は
、
延
べ

１
２
０
０
人
で
約
６
０
０
キ

ロ
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
道
路
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸
塚
に
１
０
３

キ
ロ
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
村

と
し
て
の
維
持
管
理
は
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
所
存
で

す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ

る
、
人
口
減
少
が
続
く
中
バ

ス
運
行
は
、
村
民
の
か
か
せ

な
い
重
要
な
足
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
の

人
口
減
少
か
ら
、
運
転
手
の

高
齢
化
、
運
転
手
の
な
り
手

不
足
な
ど
、
バ
ス
運
行
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
村
民
の
重

要
な
足
と
な
っ
て
い
る
だ
け

に
問
題
は
大
き
く
な
る
、
早

め
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

西
川
村
長

答　

運
営
の
補
助
と
し
て

は
、
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
運

行
補
助
金
と
し
て
、
１
２
６

０
万
円
の
補
助
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
運
賃
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
通
学
生
に
対

し
て
、
年
間
４
０
０
万
円
ほ

ど
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
民
間
で
運
営
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
バ
ス
の
運
営
補
助
を
含

め
、
会
社
の
運
営
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
鳥
獣
被
害
は
全
国
的
な

問
題
で
あ
り
、
本
村
で
も
猟

友
会
を
中
心
と
し
た
有
害
駆

除
の
実
施
や
新
た
に
結
成
さ

れ
た
特
別
捕
獲
隊
に
よ
る
駆

除
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

被
害
は
決
し
て
減
少
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
農
作
物

へ
の
被
害
が
増
す
中
、
特
別

捕
獲
隊
の
役
割
は
大
い
に
期

待
で
き
る
。
猟
友
会
の
高
齢

化
に
伴
う
対
策
と
し
て
、
い

ち
早
く
職
業
化
と
し
て
の
考

え
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
で

あ
る
。
村
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

西
川
村
長

答　
特
別
捕
獲
隊
は
平
成
29

年
に
発
足
し
、
現
在
11
名
で

活
動
し
て
い
る
。
捕
獲
日
数

を
増
や
す
こ
と
は
検
討
し
て

い
く
が
、
現
行
の
捕
獲
、
防

護
の
制
度
を
利
用
し
な
が
ら

猟
友
会
の
意
見
を
確
認
し
、

効
果
の
出
る
方
法
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　
有
害
駆
除
・
一
斉
捕
獲

等
を
実
施
し
て
い
る
が
短
期

間
で
の
実
施
で
あ
り
、
個
体

の
減
少
と
ま
で
は
い
っ
て
い

な
い
。
捕
獲
日
数
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
個
体
の
捕
獲
も

効
果
が
あ
る
。
結
成
さ
れ
た

特
別
捕
獲
隊
の
頑
張
り
に
期

待
し
た
い
と
考
え
る
が
。

答　
平
時
に
対
応
で
き
る
趣

旨
か
ら
、
特
別
捕
獲
隊
は
結

成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
被

害
が
出
れ
ば
早
急
に
対
応
で

き
る
が
、
各
自
仕
事
が
あ
り

全
員
そ
ろ
う
こ
と
は
難
し

い
。
専
任
で
き
る
方
も
い
る

が
負
担
が
大
き
い
。
猟
友

会
、
捕
獲
隊
も
含
め
て
話
し

合
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
美
郷
町
の
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
に
今
年
度
か
ら
、
林

業
の
振
興
と
担
い
手
確
保
を

目
的
と
し
て
開
講
さ
れ
た
。

本
村
か
ら
も
４
名
入
校
し

日
々
研
修
を
受
け
て
い
る
。

林
業
立
村
を
掲
げ
る
諸
塚
村

も
担
い
手
の
確
保
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
本
村
で
就
業
を

後
押
し
す
る
よ
う
な
制
度
等

の
検
討
も
必
要
。
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

西
川
村
長

答　

林
業
大
学
校
の
支
援

は
、
実
習
の
場
や
村
営
住
宅

の
提
供
、
交
通
費
の
助
成
等

を
予
算
化
し
た
。
大
切
な
こ

と
は
、
今
後
の
就
職
活
動
で

あ
る
。
本
村
に
就
業
し
た
と

き
に
は
、
現
行
の
担
い
手
対

策
事
業
を
活
用
し
支
援
を
行

っ
て
い
く
と
考
え
る
。

問　
近
隣
町
村
も
就
業
を
後

押
し
す
る
よ
う
な
制
度
も
事

業
化
し
て
い
る
。
美
郷
町
で

は
住
居
を
町
内
に
置
き
就
業

し
た
も
の
に
は
年
間
27
万
５

千
円
を
給
付
し
米
も
配
布
し

て
い
る
。
林
業
立
村
と
し
て

掲
げ
た
以
上
は
、
第
一
期
生

の
学
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
就
業
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
対
策
も
強
く
求
め
て
い
く

こ
と
も
必
要

答　
諸
塚
村
も
総
合
的
に
考

え
て
い
る
。
各
種
補
助
事

業
、
支
援
事
業
を
ト
ー
タ
ル

的
に
考
え
る
と
、
他
町
村
に

ひ
け
は
と
ら
な
い
。
後
継
者

確
保
や
人
口
減
少
に
つ
な
が

る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
諸
塚
村
は
林
業
立
村
と

し
て
、
椎
茸
・
木
材
・
畜

産
・
茶
、
園
芸
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
椎
茸
・
茶
に
お
い

て
は
価
格
の
不
安
定
な
ど
生

産
者
の
意
欲
の
低
下
や
、
高

齢
化
や
担
い
手
等
の
確
保
な

ど
全
て
の
産
業
に
お
い
て
先

細
り
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
。
人
口
減
少
と
い
う
大
き

な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
中

で
、
生
産
者
が
安
心
し
て
働

き
、
第
一
次
産
業
に
従
事
で

き
る
将
来
の
方
向
性
を
見
い

だ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

政
策
と
考
え
る
。

西
川
村
長

答　
村
内
産
業
で
椎
茸
価
格

の
低
迷
が
あ
る
。
こ
れ
以
上

は
下
が
る
こ
と
は
な
い
が
、

生
産
者
・
問
屋
と
一
緒
に
な

っ
て
消
費
者
離
れ
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
流
通
に
乗
せ
る
と
価
格

の
低
下
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や

直
販
事
業
と
も
連
携
し
対
策

を
検
討
し
た
い
。
村
と
し
て

も
、
現
在
の
各
種
補
助
事
業

を
検
討
・
継
続
し
関
係
機
関

と
協
力
し
、
経
費
、
収
益
等

を
再
度
確
認
し
適
正
な
複
合

経
営
に
生
産
者
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
。

問　
椎
茸
生
産
者
の
平
均
年

齢
も
66
歳
で
あ
り
、
５
年

先
、
10
年
先
に
は
接
種
す
る

生
産
者
も
減
少
し
て
く
る
。

産
業
振
興
政
策
の
中
で
、
一

番
重
要
な
こ
と
は
後
継
者
も

含
め
て
、
新
規
参
入
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
人
口
減
少
に
よ
る
縮
小

社
会
の
中
で
、
産
業
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
、
個
々
の

意
識
の
持
ち
方
や
取
り
組
み

に
か
か
る
と
思
う
。
現
存
す

る
各
種
補
助
事
業
を
有
効
に

活
用
し
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
。

岩
本
國
和
議
員

問　
諸
塚
の
産
業
は
、
四
大

産
業
で
あ
る
木
材
・
椎
茸
・

茶
・
畜
産
そ
し
て
施
設
園
芸

の
複
合
経
営
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
産
業
の
先

行
き
に
影
を
落
と
し
て
い
る

の
が
、
人
手
不
足
で
す
。

年
々
働
き
手
は
高
齢
化
し
て

い
ま
す
。
諸
塚
の
農
林
業
は

小
規
模
経
営
で
あ
り
、
補
助

事
業
に
も
取
り
組
め
な
い
状

況
で
す
。
今
後
、
諸
塚
の
産

業
維
持
の
為
に
も
、
自
営
農

林
家
の
機
械
化
は
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
が
、
機
械
導
入

に
は
高
額
で
経
営
を
圧
迫
し

ま
す
。
諸
塚
村
の
産
業
を
支

え
る
為
に
も
、
村
単
独
の
補

助
事
業
を
行
う
こ
と
は
出
来

な
い
か
、
村
長
の
答
弁
を
求

め
ま
す
。

西
川
村
長

答　
本
村
の
主
要
産
業
に
つ

い
て
は
、
機
械
化
は
必
要
な

案
件
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
機
械
化
補
助
に
つ
い

は
、
他
の
補
助
事
業
と
の
調

整
も
含
め
、
各
方
面
か
ら
の

意
見
の
お
伺
い
し
、
他
町
村

の
状
況
も
研
究
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
村
長
が
、
「
残
っ
て
い

る
我
々
が
良
い
思
い
を
す
る

よ
う
な
村
づ
く
り
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
」
言
い
ま

す
が
そ
う
い
う
方
向
性
の
た

め
に
も
、
是
非
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
林
道
小
原
井
・
財
木
線

は
、
約
６
０
町
歩
の
大
規
模

伐
採
が
３
〜
４
年
か
け
て
行

わ
れ
、
そ
の
影
響
で
、
道
路

舗
装
被
害
が
、
至
る
所
で
お

き
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路

は
、
椎
葉
・
五
ヶ
瀬
・
熊
本

方
面
へ
の
連
絡
道
で
あ
り
、

災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
の

機
能
も
果
た
し
、
生
活
道
と

し
て
も
大
切
な
道
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
道
路
が
、
躊
躇
す

る
ほ
ど
傷
ん
で
い
ま
す
。
一

刻
も
早
く
元
の
状
態
に
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
村
長
の
答
弁
を
求
め
ま

す
。

西
川
村
長

答　
当
路
線
で
の
損
傷
が
激

し
い
箇
所
は
延
長
７
．
６
キ

ロ
ほ
ど
あ
り
、
全
て
の
箇
所

を
補
修
す
る
に
は
多
額
の
工

事
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、

財
政
的
に
も
す
ぐ
に
は
着
工

で
き
な
い
状
況
で
す
。
当
面

重
機
班
に
よ
る
砂
利
で
の
損

傷
箇
所
の
復
旧
を
基
本
に

し
、
舗
装
・
補
修
工
事
が
可

能
な
補
助
事
業
も
検
討
し
な

が
ら
、
少
し
で
も
早
く
路
面

修
復
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
柳
原
バ
ス
停
か
ら
中
学

校
ま
で
の
通
学
路
が
危
険
で

あ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
を
民
生
児
童
委
員
か
ら
要

望
が
あ
り
、
所
管
事
務
調
査

を
し
た
経
緯
が
あ
り
、
構
造

上
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
は

出
来
な
い
と
の
事
で
し
た
。

柳
原
は
交
差
点
で
も
あ
り
、

危
険
度
は
高
い
と
思
い
ま

す
。
バ
ス
停
を
中
学
校
正
門

付
近
に
移
し
、
通
学
路

も
旧
柳
原
橋
を
利
用
し

て
は
と
考
え
ま
す
。
村

長
の
答
弁
を
求
め
ま

す
。

西
川
村
長

答　
現
在
、
柳
原
バ
ス

停
の
交
差
点
付
近
で
先

生
方
が
、
ま
た
榊
原
所

長
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
児
童
生
徒
が
安

全
に
登
校
で
き
る
よ

う
、
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
通
学
路
点
検
で

は
、
県
道
へ
の
表
示
板

の
設
置
や
路
面
へ
の
凸

凹
の
設
置
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
通
学
路
安
全
推
進

会
議
の
中
で
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
バ
ス
停
の
移
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

の
公
共
交
通
会
議
の
中

で
検
討
を
行
え
ば
、
可

能
な
よ
う
で
す
。

尾形浩一議員

西川村長

梅田義輝議員

甲斐光徳議員

山本多喜弥議員

①
黒
岳
の
鹿
食
害

に
つ
い
て

①
標
高
に
よ
る
造

林
方
法
に
つ
い
て

①
林
業
問
題
に
つ
い
て

②
公
道
維
持
管
理

に
つ
い
て

③
バ
ス
運
営
、運
賃
助
成

の
見
直
し
に
つ
い
て

①
特
別
捕
獲
隊
の

職
業
化
に
つ
い
て

問　答　
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東臼杵農林振興局等県出先機関

尾
形
浩
一
議
員

問　
黒
岳
の
現
状
は
、
鹿
の

食
害
が
ひ
ど
く
、
キ
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
は
花
を
殆
ど
喰
い

尽
く
す
状
況
で
し
た
。
他
に

カ
ゴ
ダ
キ
の
展
望
所
周
辺
も

鹿
が
嫌
い
な
植
物
だ
け
が
繁

殖
し
て
い
る
。
県
内
で
も
希

少
な
植
物
が
生
育
す
る
場
所

で
あ
り
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　
対
策
に
は
鋭
意
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
巡
回

確
認
を
行
い
、
カ
ゴ
ダ
キ
の

保
護
ネ
ッ
ト
の
範
囲
を
広
げ

る
た
め
の
補
正
予
算
も
計
上

し
ま
し
た
。

山
本
多
喜
弥
議
員
　

問　
現
在
、
田
畑
が
獣
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
山
の
標
高
に
よ

っ
て
、
た
と
え
ば
１
０
０
０

ｍ
以
上
は
天
然
更
新
し
て
造

林
で
き
な
い
、
８
０
０
ｍ
ま

で
は
半
分
造
林
、
そ
れ
以
下

は
造
林
で
き
る
、
そ
の
様
な

事
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
動
物
が
成
育
で
き
る
場

所
を
作
っ
て
や
る
様
な
事
は

ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

西
川
村
長

答　
諸
塚
村
の
山
は
中
腹
か

ら
尾
根
に
か
け
て
地
形
が
比

較
的
よ
い
こ
と
か
ら
、
林
家

の
所
有
規
模
や
形
態
な
ど
か

ら
制
度
化
は
難
し
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
モ
ザ
イ
ク
林
層

的
な
多
様
性
の
あ
る
森
づ
く

り
、
野
生
生
物
の
共
生
森
づ

く
り
の
普
及
、
推
進
、
ル
ー

ル
の
検
討
は
必
要
と
思
い
ま

す
。

問　
今
の
ま
ま
で
は
野
生
生

物
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
十
年
後
二
十
年
後
を

見
据
え
て
で
き
な
い
か
を
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
①
自
伐
型
林
業
の
推
進

最
近
全
国
的
に
自
伐
型
林
業

が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

村
に
お
い
て
は
、
分
収
林
契

約
の
関
係
、
国
策
に
よ
る
事

業
体
林
業
へ
の
シ
フ
ト
、
な

ど
の
理
由
か
ら
、
皆
伐
方
式

が
目
立
っ
て
い
る
が
、
自
伐

型
林
業
に
よ
る
長
伐
期
施
業

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

諸
塚
村
に
適
地
適
木
の
理
想

的
な
山
が
出
来
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
自
伐
林
家
へ
の

支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
何
よ
り
も
人
口
減
少
対

策
に
も
な
る
と
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

②
森
林
組
合
加
工
場
の
今
後

森
林
組
合
加
工
場
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
。
日

向
市
の
中
国
木
材
と
の
コ
ス

ト
競
争
や
人
手
不
足
、
人
材

不
足
、
さ
ら
に
は
資
金
面
な

ど
を
考
え
る
と
、
前
途
は
き

わ
め
て
厳
し
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
森
林

組
合
が
主
体
的
に
考
え
る
問

題
で
は
あ
る
が
、
村
の
木
材

産
業
全
体
に
か
か
わ
る
問
題

で
も
あ
る
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

国
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
計
画

は
日
々
変
化
し
て
い
る
。
現

在
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
計
画

の
中
間
結
果
と
今
後
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。

西
川
村
長

答　
①
機
材
へ
の
支
援
は
国

県
の
支
援
策
が
な
く
、
無
利

子
の
林
業
・
木
材
産
業
改
善

資
金
の
活
用
に
頼
る
状
況
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
村
単
独

事
業
も
現
在
の
財
源
が
厳
し

い
中
、
高
額
と
な
る
支
援
の

た
め
、
他
の
補
助
金
と
も
精

査
し
、
検
討
し
た
い
。

②
原
木
入
荷
の
減
少
、
従
業

員
の
確
保
、
売
上
げ
実
績
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
近

日
中
に
森
林
組
合
長
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
現
状
の
話
し

と
意
見
交
換
の
場
所
を
設
け

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
率
直
に
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

③
国
の
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
に
申
請
し
、
第

２
次
審
査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
不

採
択
の
通
知
が
届
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
林
業
立
村
と
し
て
の
発

信
を
、
も
う
少
し
強
力
に
や

っ
て
い
く
べ
き
と
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
道
路
維
持
管
理
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
大
変
有
難
い

と
の
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
減
少
が
続
く
中
、

集
落
で
の
管
理
は
困
難
な
時

代
が
せ
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
道
路
維
持
管
理
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
お
伺
い
し
ま

す
。

西
川
村
長

答　
昨
年
の
実
績
は
、
延
べ

１
２
０
０
人
で
約
６
０
０
キ

ロ
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
道
路
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸
塚
に
１
０
３

キ
ロ
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
村

と
し
て
の
維
持
管
理
は
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
所
存
で

す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ

る
、
人
口
減
少
が
続
く
中
バ

ス
運
行
は
、
村
民
の
か
か
せ

な
い
重
要
な
足
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
の

人
口
減
少
か
ら
、
運
転
手
の

高
齢
化
、
運
転
手
の
な
り
手

不
足
な
ど
、
バ
ス
運
行
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
村
民
の
重

要
な
足
と
な
っ
て
い
る
だ
け

に
問
題
は
大
き
く
な
る
、
早

め
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

西
川
村
長

答　

運
営
の
補
助
と
し
て

は
、
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
運

行
補
助
金
と
し
て
、
１
２
６

０
万
円
の
補
助
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
運
賃
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
通
学
生
に
対

し
て
、
年
間
４
０
０
万
円
ほ

ど
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
民
間
で
運
営
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
バ
ス
の
運
営
補
助
を
含

め
、
会
社
の
運
営
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
鳥
獣
被
害
は
全
国
的
な

問
題
で
あ
り
、
本
村
で
も
猟

友
会
を
中
心
と
し
た
有
害
駆

除
の
実
施
や
新
た
に
結
成
さ

れ
た
特
別
捕
獲
隊
に
よ
る
駆

除
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

被
害
は
決
し
て
減
少
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
農
作
物

へ
の
被
害
が
増
す
中
、
特
別

捕
獲
隊
の
役
割
は
大
い
に
期

待
で
き
る
。
猟
友
会
の
高
齢

化
に
伴
う
対
策
と
し
て
、
い

ち
早
く
職
業
化
と
し
て
の
考

え
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
で

あ
る
。
村
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

西
川
村
長

答　
特
別
捕
獲
隊
は
平
成
29

年
に
発
足
し
、
現
在
11
名
で

活
動
し
て
い
る
。
捕
獲
日
数

を
増
や
す
こ
と
は
検
討
し
て

い
く
が
、
現
行
の
捕
獲
、
防

護
の
制
度
を
利
用
し
な
が
ら

猟
友
会
の
意
見
を
確
認
し
、

効
果
の
出
る
方
法
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　
有
害
駆
除
・
一
斉
捕
獲

等
を
実
施
し
て
い
る
が
短
期

間
で
の
実
施
で
あ
り
、
個
体

の
減
少
と
ま
で
は
い
っ
て
い

な
い
。
捕
獲
日
数
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
個
体
の
捕
獲
も

効
果
が
あ
る
。
結
成
さ
れ
た

特
別
捕
獲
隊
の
頑
張
り
に
期

待
し
た
い
と
考
え
る
が
。

答　
平
時
に
対
応
で
き
る
趣

旨
か
ら
、
特
別
捕
獲
隊
は
結

成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
被

害
が
出
れ
ば
早
急
に
対
応
で

き
る
が
、
各
自
仕
事
が
あ
り

全
員
そ
ろ
う
こ
と
は
難
し

い
。
専
任
で
き
る
方
も
い
る

が
負
担
が
大
き
い
。
猟
友

会
、
捕
獲
隊
も
含
め
て
話
し

合
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
美
郷
町
の
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
に
今
年
度
か
ら
、
林

業
の
振
興
と
担
い
手
確
保
を

目
的
と
し
て
開
講
さ
れ
た
。

本
村
か
ら
も
４
名
入
校
し

日
々
研
修
を
受
け
て
い
る
。

林
業
立
村
を
掲
げ
る
諸
塚
村

も
担
い
手
の
確
保
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
本
村
で
就
業
を

後
押
し
す
る
よ
う
な
制
度
等

の
検
討
も
必
要
。
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

西
川
村
長

答　

林
業
大
学
校
の
支
援

は
、
実
習
の
場
や
村
営
住
宅

の
提
供
、
交
通
費
の
助
成
等

を
予
算
化
し
た
。
大
切
な
こ

と
は
、
今
後
の
就
職
活
動
で

あ
る
。
本
村
に
就
業
し
た
と

き
に
は
、
現
行
の
担
い
手
対

策
事
業
を
活
用
し
支
援
を
行

っ
て
い
く
と
考
え
る
。

問　
近
隣
町
村
も
就
業
を
後

押
し
す
る
よ
う
な
制
度
も
事

業
化
し
て
い
る
。
美
郷
町
で

は
住
居
を
町
内
に
置
き
就
業

し
た
も
の
に
は
年
間
27
万
５

千
円
を
給
付
し
米
も
配
布
し

て
い
る
。
林
業
立
村
と
し
て

掲
げ
た
以
上
は
、
第
一
期
生

の
学
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
就
業
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
対
策
も
強
く
求
め
て
い
く

こ
と
も
必
要

答　
諸
塚
村
も
総
合
的
に
考

え
て
い
る
。
各
種
補
助
事

業
、
支
援
事
業
を
ト
ー
タ
ル

的
に
考
え
る
と
、
他
町
村
に

ひ
け
は
と
ら
な
い
。
後
継
者

確
保
や
人
口
減
少
に
つ
な
が

る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
諸
塚
村
は
林
業
立
村
と

し
て
、
椎
茸
・
木
材
・
畜

産
・
茶
、
園
芸
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
椎
茸
・
茶
に
お
い

て
は
価
格
の
不
安
定
な
ど
生

産
者
の
意
欲
の
低
下
や
、
高

齢
化
や
担
い
手
等
の
確
保
な

ど
全
て
の
産
業
に
お
い
て
先

細
り
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
。
人
口
減
少
と
い
う
大
き

な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
中

で
、
生
産
者
が
安
心
し
て
働

き
、
第
一
次
産
業
に
従
事
で

き
る
将
来
の
方
向
性
を
見
い

だ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

政
策
と
考
え
る
。

西
川
村
長

答　
村
内
産
業
で
椎
茸
価
格

の
低
迷
が
あ
る
。
こ
れ
以
上

は
下
が
る
こ
と
は
な
い
が
、

生
産
者
・
問
屋
と
一
緒
に
な

っ
て
消
費
者
離
れ
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
流
通
に
乗
せ
る
と
価
格

の
低
下
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や

直
販
事
業
と
も
連
携
し
対
策

を
検
討
し
た
い
。
村
と
し
て

も
、
現
在
の
各
種
補
助
事
業

を
検
討
・
継
続
し
関
係
機
関

と
協
力
し
、
経
費
、
収
益
等

を
再
度
確
認
し
適
正
な
複
合

経
営
に
生
産
者
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
。

問　
椎
茸
生
産
者
の
平
均
年

齢
も
66
歳
で
あ
り
、
５
年

先
、
10
年
先
に
は
接
種
す
る

生
産
者
も
減
少
し
て
く
る
。

産
業
振
興
政
策
の
中
で
、
一

番
重
要
な
こ
と
は
後
継
者
も

含
め
て
、
新
規
参
入
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
人
口
減
少
に
よ
る
縮
小

社
会
の
中
で
、
産
業
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
、
個
々
の

意
識
の
持
ち
方
や
取
り
組
み

に
か
か
る
と
思
う
。
現
存
す

る
各
種
補
助
事
業
を
有
効
に

活
用
し
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
。

岩
本
國
和
議
員

問　
諸
塚
の
産
業
は
、
四
大

産
業
で
あ
る
木
材
・
椎
茸
・

茶
・
畜
産
そ
し
て
施
設
園
芸

の
複
合
経
営
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
産
業
の
先

行
き
に
影
を
落
と
し
て
い
る

の
が
、
人
手
不
足
で
す
。

年
々
働
き
手
は
高
齢
化
し
て

い
ま
す
。
諸
塚
の
農
林
業
は

小
規
模
経
営
で
あ
り
、
補
助

事
業
に
も
取
り
組
め
な
い
状

況
で
す
。
今
後
、
諸
塚
の
産

業
維
持
の
為
に
も
、
自
営
農

林
家
の
機
械
化
は
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
が
、
機
械
導
入

に
は
高
額
で
経
営
を
圧
迫
し

ま
す
。
諸
塚
村
の
産
業
を
支

え
る
為
に
も
、
村
単
独
の
補

助
事
業
を
行
う
こ
と
は
出
来

な
い
か
、
村
長
の
答
弁
を
求

め
ま
す
。

西
川
村
長

答　
本
村
の
主
要
産
業
に
つ

い
て
は
、
機
械
化
は
必
要
な

案
件
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
機
械
化
補
助
に
つ
い

は
、
他
の
補
助
事
業
と
の
調

整
も
含
め
、
各
方
面
か
ら
の

意
見
の
お
伺
い
し
、
他
町
村

の
状
況
も
研
究
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
村
長
が
、
「
残
っ
て
い

る
我
々
が
良
い
思
い
を
す
る

よ
う
な
村
づ
く
り
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
」
言
い
ま

す
が
そ
う
い
う
方
向
性
の
た

め
に
も
、
是
非
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
林
道
小
原
井
・
財
木
線

は
、
約
６
０
町
歩
の
大
規
模

伐
採
が
３
〜
４
年
か
け
て
行

わ
れ
、
そ
の
影
響
で
、
道
路

舗
装
被
害
が
、
至
る
所
で
お

き
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路

は
、
椎
葉
・
五
ヶ
瀬
・
熊
本

方
面
へ
の
連
絡
道
で
あ
り
、

災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
の

機
能
も
果
た
し
、
生
活
道
と

し
て
も
大
切
な
道
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
道
路
が
、
躊
躇
す

る
ほ
ど
傷
ん
で
い
ま
す
。
一

刻
も
早
く
元
の
状
態
に
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
村
長
の
答
弁
を
求
め
ま

す
。

西
川
村
長

答　
当
路
線
で
の
損
傷
が
激

し
い
箇
所
は
延
長
７
．
６
キ

ロ
ほ
ど
あ
り
、
全
て
の
箇
所

を
補
修
す
る
に
は
多
額
の
工

事
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、

財
政
的
に
も
す
ぐ
に
は
着
工

で
き
な
い
状
況
で
す
。
当
面

重
機
班
に
よ
る
砂
利
で
の
損

傷
箇
所
の
復
旧
を
基
本
に

し
、
舗
装
・
補
修
工
事
が
可

能
な
補
助
事
業
も
検
討
し
な

が
ら
、
少
し
で
も
早
く
路
面

修
復
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
柳
原
バ
ス
停
か
ら
中
学

校
ま
で
の
通
学
路
が
危
険
で

あ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
を
民
生
児
童
委
員
か
ら
要

望
が
あ
り
、
所
管
事
務
調
査

を
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

構
造
上
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
は
出
来
な
い
と
の
事
で
し

た
。
柳
原
は
交
差
点
で
も
あ

り
、
危
険
度
は
高
い
と
思
い

ま
す
。
バ
ス
停
を
中
学
校
正

門
付
近
に
移
し
、
通
学

路
も
旧
柳
原
橋
を
利
用

し
て
は
と
考
え
ま
す
。

村
長
の
答
弁
を
求
め
ま

す
。

西
川
村
長

答　
現
在
、
柳
原
バ
ス

停
の
交
差
点
付
近
で
先

生
方
が
、
ま
た
榊
原
所

長
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
児
童
生
徒
が
安

全
に
登
校
で
き
る
よ

う
、
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
通
学
路
点
検
で

は
、
県
道
へ
の
表
示
板

の
設
置
や
路
面
へ
の
凸

凹
の
設
置
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
通
学
路
安
全
推
進

会
議
の
中
で
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
バ
ス
停
の
移
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

の
公
共
交
通
会
議
の
中

で
検
討
を
行
え
ば
、
可

能
な
よ
う
で
す
。

岩本國和議員

②
み
や
ざ
き

林
業
大
学
校
の

支
援
に
つ
い
て

③
諸
塚
村
の
産
業

振
興
政
策
の
将
来

展
望
に
つ
い
て

①
農
林
業
機
械
導
入

補
助
事
業
に
つ
い
て

②
林
道
小
原
井
・

財
木
線
の
舗
装

補
修
に
つ
い
て

③
柳
原
バ
ス
停
か
ら

中
学
校
へ
の
通
学
路

に
つ
い
て

国・県への要望活動を行いました。国・県への要望活動を行いました。
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尾
形
浩
一
議
員

問　
黒
岳
の
現
状
は
、
鹿
の

食
害
が
ひ
ど
く
、
キ
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
は
花
を
殆
ど
喰
い

尽
く
す
状
況
で
し
た
。
他
に

カ
ゴ
ダ
キ
の
展
望
所
周
辺
も

鹿
が
嫌
い
な
植
物
だ
け
が
繁

殖
し
て
い
る
。
県
内
で
も
希

少
な
植
物
が
生
育
す
る
場
所

で
あ
り
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

西
川
村
長

答　
対
策
に
は
鋭
意
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
巡
回

確
認
を
行
い
、
カ
ゴ
ダ
キ
の

保
護
ネ
ッ
ト
の
範
囲
を
広
げ

る
た
め
の
補
正
予
算
も
計
上

し
ま
し
た
。

山
本
多
喜
弥
議
員
　

問　
現
在
、
田
畑
が
獣
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
山
の
標
高
に
よ

っ
て
、
た
と
え
ば
１
０
０
０

ｍ
以
上
は
天
然
更
新
し
て
造

林
で
き
な
い
、
８
０
０
ｍ
ま

で
は
半
分
造
林
、
そ
れ
以
下

は
造
林
で
き
る
、
そ
の
様
な

事
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
動
物
が
成
育
で
き
る
場

所
を
作
っ
て
や
る
様
な
事
は

ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

西
川
村
長

答　
諸
塚
村
の
山
は
中
腹
か

ら
尾
根
に
か
け
て
地
形
が
比

較
的
よ
い
こ
と
か
ら
、
林
家

の
所
有
規
模
や
形
態
な
ど
か

ら
制
度
化
は
難
し
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
モ
ザ
イ
ク
林
層

的
な
多
様
性
の
あ
る
森
づ
く

り
、
野
生
生
物
の
共
生
森
づ

く
り
の
普
及
、
推
進
、
ル
ー

ル
の
検
討
は
必
要
と
思
い
ま

す
。

問　
今
の
ま
ま
で
は
野
生
生

物
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
十
年
後
二
十
年
後
を

見
据
え
て
で
き
な
い
か
を
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
①
自
伐
型
林
業
の
推
進

最
近
全
国
的
に
自
伐
型
林
業

が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

村
に
お
い
て
は
、
分
収
林
契

約
の
関
係
、
国
策
に
よ
る
事

業
体
林
業
へ
の
シ
フ
ト
、
な

ど
の
理
由
か
ら
、
皆
伐
方
式

が
目
立
っ
て
い
る
が
、
自
伐

型
林
業
に
よ
る
長
伐
期
施
業

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

諸
塚
村
に
適
地
適
木
の
理
想

的
な
山
が
出
来
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
自
伐
林
家
へ
の

支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
何
よ
り
も
人
口
減
少
対

策
に
も
な
る
と
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

②
森
林
組
合
加
工
場
の
今
後

森
林
組
合
加
工
場
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
。
日

向
市
の
中
国
木
材
と
の
コ
ス

ト
競
争
や
人
手
不
足
、
人
材

不
足
、
さ
ら
に
は
資
金
面
な

ど
を
考
え
る
と
、
前
途
は
き

わ
め
て
厳
し
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
森
林

組
合
が
主
体
的
に
考
え
る
問

題
で
は
あ
る
が
、
村
の
木
材

産
業
全
体
に
か
か
わ
る
問
題

で
も
あ
る
。
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

国
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
計
画

は
日
々
変
化
し
て
い
る
。
現

在
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
計
画

の
中
間
結
果
と
今
後
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。

西
川
村
長

答　
①
機
材
へ
の
支
援
は
国

県
の
支
援
策
が
な
く
、
無
利

子
の
林
業
・
木
材
産
業
改
善

資
金
の
活
用
に
頼
る
状
況
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
村
単
独

事
業
も
現
在
の
財
源
が
厳
し

い
中
、
高
額
と
な
る
支
援
の

た
め
、
他
の
補
助
金
と
も
精

査
し
、
検
討
し
た
い
。

②
原
木
入
荷
の
減
少
、
従
業

員
の
確
保
、
売
上
げ
実
績
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
近

日
中
に
森
林
組
合
長
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
現
状
の
話
し

と
意
見
交
換
の
場
所
を
設
け

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
率
直
に
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

③
国
の
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
に
申
請
し
、
第

２
次
審
査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
不

採
択
の
通
知
が
届
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
林
業
立
村
と
し
て
の
発

信
を
、
も
う
少
し
強
力
に
や

っ
て
い
く
べ
き
と
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
道
路
維
持
管
理
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
大
変
有
難
い

と
の
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
減
少
が
続
く
中
、

集
落
で
の
管
理
は
困
難
な
時

代
が
せ
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
道
路
維
持
管
理
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
お
伺
い
し
ま

す
。

西
川
村
長

答　
昨
年
の
実
績
は
、
延
べ

１
２
０
０
人
で
約
６
０
０
キ

ロ
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
道
路
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ウ
ッ
ド
ピ
ア
諸
塚
に
１
０
３

キ
ロ
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
村

と
し
て
の
維
持
管
理
は
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
所
存
で

す
。

梅
田
義
輝
議
員

問　
過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ

る
、
人
口
減
少
が
続
く
中
バ

ス
運
行
は
、
村
民
の
か
か
せ

な
い
重
要
な
足
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
の

人
口
減
少
か
ら
、
運
転
手
の

高
齢
化
、
運
転
手
の
な
り
手

不
足
な
ど
、
バ
ス
運
行
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
村
民
の
重

要
な
足
と
な
っ
て
い
る
だ
け

に
問
題
は
大
き
く
な
る
、
早

め
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

西
川
村
長

答　

運
営
の
補
助
と
し
て

は
、
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
運

行
補
助
金
と
し
て
、
１
２
６

０
万
円
の
補
助
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
運
賃
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
通
学
生
に
対

し
て
、
年
間
４
０
０
万
円
ほ

ど
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
民
間
で
運
営
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
バ
ス
の
運
営
補
助
を
含

め
、
会
社
の
運
営
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
鳥
獣
被
害
は
全
国
的
な

問
題
で
あ
り
、
本
村
で
も
猟

友
会
を
中
心
と
し
た
有
害
駆

除
の
実
施
や
新
た
に
結
成
さ

れ
た
特
別
捕
獲
隊
に
よ
る
駆

除
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

被
害
は
決
し
て
減
少
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
農
作
物

へ
の
被
害
が
増
す
中
、
特
別

捕
獲
隊
の
役
割
は
大
い
に
期

待
で
き
る
。
猟
友
会
の
高
齢

化
に
伴
う
対
策
と
し
て
、
い

ち
早
く
職
業
化
と
し
て
の
考

え
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
で

あ
る
。
村
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

西
川
村
長

答　
特
別
捕
獲
隊
は
平
成
29

年
に
発
足
し
、
現
在
11
名
で

活
動
し
て
い
る
。
捕
獲
日
数

を
増
や
す
こ
と
は
検
討
し
て

い
く
が
、
現
行
の
捕
獲
、
防

護
の
制
度
を
利
用
し
な
が
ら

猟
友
会
の
意
見
を
確
認
し
、

効
果
の
出
る
方
法
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　
有
害
駆
除
・
一
斉
捕
獲

等
を
実
施
し
て
い
る
が
短
期

間
で
の
実
施
で
あ
り
、
個
体

の
減
少
と
ま
で
は
い
っ
て
い

な
い
。
捕
獲
日
数
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
個
体
の
捕
獲
も

効
果
が
あ
る
。
結
成
さ
れ
た

特
別
捕
獲
隊
の
頑
張
り
に
期

待
し
た
い
と
考
え
る
が
。

答　
平
時
に
対
応
で
き
る
趣

旨
か
ら
、
特
別
捕
獲
隊
は
結

成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
被

害
が
出
れ
ば
早
急
に
対
応
で

き
る
が
、
各
自
仕
事
が
あ
り

全
員
そ
ろ
う
こ
と
は
難
し

い
。
専
任
で
き
る
方
も
い
る

が
負
担
が
大
き
い
。
猟
友

会
、
捕
獲
隊
も
含
め
て
話
し

合
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
美
郷
町
の
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
に
今
年
度
か
ら
、
林

業
の
振
興
と
担
い
手
確
保
を

目
的
と
し
て
開
講
さ
れ
た
。

本
村
か
ら
も
４
名
入
校
し

日
々
研
修
を
受
け
て
い
る
。

林
業
立
村
を
掲
げ
る
諸
塚
村

も
担
い
手
の
確
保
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
本
村
で
就
業
を

後
押
し
す
る
よ
う
な
制
度
等

の
検
討
も
必
要
。
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

西
川
村
長

答　

林
業
大
学
校
の
支
援

は
、
実
習
の
場
や
村
営
住
宅

の
提
供
、
交
通
費
の
助
成
等

を
予
算
化
し
た
。
大
切
な
こ

と
は
、
今
後
の
就
職
活
動
で

あ
る
。
本
村
に
就
業
し
た
と

き
に
は
、
現
行
の
担
い
手
対

策
事
業
を
活
用
し
支
援
を
行

っ
て
い
く
と
考
え
る
。

問　
近
隣
町
村
も
就
業
を
後

押
し
す
る
よ
う
な
制
度
も
事

業
化
し
て
い
る
。
美
郷
町
で

は
住
居
を
町
内
に
置
き
就
業

し
た
も
の
に
は
年
間
27
万
５

千
円
を
給
付
し
米
も
配
布
し

て
い
る
。
林
業
立
村
と
し
て

掲
げ
た
以
上
は
、
第
一
期
生

の
学
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
就
業
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
対
策
も
強
く
求
め
て
い
く

こ
と
も
必
要

答　
諸
塚
村
も
総
合
的
に
考

え
て
い
る
。
各
種
補
助
事

業
、
支
援
事
業
を
ト
ー
タ
ル

的
に
考
え
る
と
、
他
町
村
に

ひ
け
は
と
ら
な
い
。
後
継
者

確
保
や
人
口
減
少
に
つ
な
が

る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

甲
斐
光
徳
議
員

問　
諸
塚
村
は
林
業
立
村
と

し
て
、
椎
茸
・
木
材
・
畜

産
・
茶
、
園
芸
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
椎
茸
・
茶
に
お
い

て
は
価
格
の
不
安
定
な
ど
生

産
者
の
意
欲
の
低
下
や
、
高

齢
化
や
担
い
手
等
の
確
保
な

ど
全
て
の
産
業
に
お
い
て
先

細
り
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
。
人
口
減
少
と
い
う
大
き

な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
中

で
、
生
産
者
が
安
心
し
て
働

き
、
第
一
次
産
業
に
従
事
で

き
る
将
来
の
方
向
性
を
見
い

だ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

政
策
と
考
え
る
。

西
川
村
長

答　
村
内
産
業
で
椎
茸
価
格

の
低
迷
が
あ
る
。
こ
れ
以
上

は
下
が
る
こ
と
は
な
い
が
、

生
産
者
・
問
屋
と
一
緒
に
な

っ
て
消
費
者
離
れ
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
流
通
に
乗
せ
る
と
価
格

の
低
下
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や

直
販
事
業
と
も
連
携
し
対
策

を
検
討
し
た
い
。
村
と
し
て

も
、
現
在
の
各
種
補
助
事
業

を
検
討
・
継
続
し
関
係
機
関

と
協
力
し
、
経
費
、
収
益
等

を
再
度
確
認
し
適
正
な
複
合

経
営
に
生
産
者
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
。

問　
椎
茸
生
産
者
の
平
均
年

齢
も
66
歳
で
あ
り
、
５
年

先
、
10
年
先
に
は
接
種
す
る

生
産
者
も
減
少
し
て
く
る
。

産
業
振
興
政
策
の
中
で
、
一

番
重
要
な
こ
と
は
後
継
者
も

含
め
て
、
新
規
参
入
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
人
口
減
少
に
よ
る
縮
小

社
会
の
中
で
、
産
業
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
、
個
々
の

意
識
の
持
ち
方
や
取
り
組
み

に
か
か
る
と
思
う
。
現
存
す

る
各
種
補
助
事
業
を
有
効
に

活
用
し
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
。

岩
本
國
和
議
員

問　
諸
塚
の
産
業
は
、
四
大

産
業
で
あ
る
木
材
・
椎
茸
・

茶
・
畜
産
そ
し
て
施
設
園
芸

の
複
合
経
営
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
産
業
の
先

行
き
に
影
を
落
と
し
て
い
る

の
が
、
人
手
不
足
で
す
。

年
々
働
き
手
は
高
齢
化
し
て

い
ま
す
。
諸
塚
の
農
林
業
は

小
規
模
経
営
で
あ
り
、
補
助

事
業
に
も
取
り
組
め
な
い
状

況
で
す
。
今
後
、
諸
塚
の
産

業
維
持
の
為
に
も
、
自
営
農

林
家
の
機
械
化
は
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
が
、
機
械
導
入

に
は
高
額
で
経
営
を
圧
迫
し

ま
す
。
諸
塚
村
の
産
業
を
支

え
る
為
に
も
、
村
単
独
の
補

助
事
業
を
行
う
こ
と
は
出
来

な
い
か
、
村
長
の
答
弁
を
求

め
ま
す
。

西
川
村
長

答　
本
村
の
主
要
産
業
に
つ

い
て
は
、
機
械
化
は
必
要
な

案
件
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
機
械
化
補
助
に
つ
い

は
、
他
の
補
助
事
業
と
の
調

整
も
含
め
、
各
方
面
か
ら
の

意
見
の
お
伺
い
し
、
他
町
村

の
状
況
も
研
究
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
村
長
が
、
「
残
っ
て
い

る
我
々
が
良
い
思
い
を
す
る

よ
う
な
村
づ
く
り
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
」
言
い
ま

す
が
そ
う
い
う
方
向
性
の
た

め
に
も
、
是
非
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
林
道
小
原
井
・
財
木
線

は
、
約
６
０
町
歩
の
大
規
模

伐
採
が
３
〜
４
年
か
け
て
行

わ
れ
、
そ
の
影
響
で
、
道
路

舗
装
被
害
が
、
至
る
所
で
お

き
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路

は
、
椎
葉
・
五
ヶ
瀬
・
熊
本

方
面
へ
の
連
絡
道
で
あ
り
、

災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
の

機
能
も
果
た
し
、
生
活
道
と

し
て
も
大
切
な
道
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
道
路
が
、
躊
躇
す

る
ほ
ど
傷
ん
で
い
ま
す
。
一

刻
も
早
く
元
の
状
態
に
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
村
長
の
答
弁
を
求
め
ま

す
。

西
川
村
長

答　
当
路
線
で
の
損
傷
が
激

し
い
箇
所
は
延
長
７
．
６
キ

ロ
ほ
ど
あ
り
、
全
て
の
箇
所

を
補
修
す
る
に
は
多
額
の
工

事
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、

財
政
的
に
も
す
ぐ
に
は
着
工

で
き
な
い
状
況
で
す
。
当
面

重
機
班
に
よ
る
砂
利
で
の
損

傷
箇
所
の
復
旧
を
基
本
に

し
、
舗
装
・
補
修
工
事
が
可

能
な
補
助
事
業
も
検
討
し
な

が
ら
、
少
し
で
も
早
く
路
面

修
復
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

岩
本
國
和
議
員

問　
柳
原
バ
ス
停
か
ら
中
学

校
ま
で
の
通
学
路
が
危
険
で

あ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
を
民
生
児
童
委
員
か
ら
要

望
が
あ
り
、
所
管
事
務
調
査

を
し
た
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（総括質疑）
歳入歳出決算に対する質疑応答

①せせらぎの里について（田原）
せせらぎの里については、きつい現場の中
ででも、風通しのいい明るい職場でないと
いけない。せっかく職員が入られてもやめ
ていかれる方がいたら、介護の現場に村民
の方々の不安も出て来ると思うが。

村　長
福祉施設関係はもう日本全国的に、業務上
の重労働とかいろいろあり入れかわりが激
しいのも御承知のとおりである。組織とい
うのは和で成り立つ。そこら辺の指導を継
続して続けていきたい。

②地域バス運行について（尾形）
地域の皆さんが年に１回、宮交に乗れば補
助金が継続することを聞いている。皆さん
に利用を呼びかける必要があるのではない
かと思うが。

村　長　　
可能な限り利用するようなことを、再度検
討してみたい。

③平成30年度の一般会計について（甲斐）
所得の向上、医療・福祉の充実にどのよう
にして取り組んでいくのか。

村　長　　
村民の皆さんの意向に添うような形で、厳
しい財源の中で、身近な物から片付けてい
きたい。生活・生産基盤の整備等併せてコ
スト削減につながる仕事、働きやすい生活
しやすい環境づくりを進める。次年度以
降、知恵、工夫を今以上に絞っていかなけ
ればならない。

④執行率について（甲斐）
一般会計の執行率が、91.4％となってい
る。限られた予算の中で効率よい執行の成
果と思うが、副村長としての分析は。

副村長　　
　繰越額を含めると97.4％の執行となる。
過去5年間の平均では97.04％となることか
ら、平成30年度は最も高い執行率となって
いる。

⑤執行状況について（甲斐）
未執行はないか。

副村長
執行状況一覧を作成し、各課が執行する案
件ごとに確認しているが、未執行はない。

⑥職員の能力や仕事状況について（甲斐）
職員の能力や仕事状況を確認するのは、事
務方の責任である副村長の役割と思う。優
秀な職員がいる中で最大限の効果を出せる
人材育成が必要と考える。平成30年度の一
年間を通して、副村長から見た思いは。

副村長　　
今後も適正な指導を含めて、優秀な人材が
育つように努力していく。

⑦教育行政について（甲斐）
平成30年度は、諸塚村の社会教育の見直し
等を含めて、県派遣による社会教育指導主
事を配置した。素晴らしい人格の持ち主で
あり、村民からの厚い信頼もある。諸塚村
と村民がどのような方向に進むべきなの
か、教育長の考えを伺いたい。

教育長　　
職場でも地域社会でも人というのは一番基
本。ふれあい教育、助け合い、皆で支え合
っていくような社会を作ることが必要と考
える。今後も大きな方針は引き継いでいき
たい。難しい問題であるが、県の教育委員
会と連携しながら取り組んでいきたい。

⑧林業問題について（尾形）
現在の状況が悪いとの認識が広がり過ぎて
いる気がする。今一度、全員で力を合わせ
て頑張りましょうと言う気風を作れば良い
と思うが。

村　長
現状を憂えるばかりでなくて、ここら辺は
鼓舞していく必要があると思う。

募集しているが、窓口を広げる方法を、今
年度から取り組んでいきたい。

⑭フッ化物洗口のその後について（田原）
フッ化物洗口が始まって二、三年経過し
た。虫歯を減らすためには、フッ化物洗口
では虫歯は減らないだろうという、きちん
とした結果も示されているが、フッ化物洗
口をしたことによって、虫歯の罹患率が減
ったのか。

住民福祉課長　
今の状況としては、まだ全然変わっていな
い。全然人体に影響がない状況で、ドクタ
ーのほうも県のほうも推進しているので、
これについては、希望をとりながら今後も
やっていきたいと思っている。

教育長
フッ化物・歯磨きを当面は二本立てでやっ
ていって、国・県等の動きも見ながら、有
害であるというようなことがあれば今後も
うそれはやめるということも考える必要が
あるというふうに考える。

⑮諸塚村の特産品販売について（岩本）
海幸・山幸が来年で終了の予定と聞く。今
後、特産品の販売所の検討が必要。また、
森の恵みのスープ料理コンテストで出品さ
れたものについて商品化はできないか。

企画課長
村内の飲食店等に話してあるが、まだ実現
されていない。

⑨地方債と基金について（梅田）
地方債と基金の残高の現状はどうか。

総務課長
地方債については、３０年度末残高で２９
億６,４２７万４,０００円。
基金については、８月末で３８億２,９２５
万８,０００円

⑩みちゆき推進事業について（岩本）
現在は、イベント企画とか、大きな予算が
ついているが、今、どのぐらいの効果をあ
げているのか。

企画課長
その効果の部分については、難しいところ
である。参加している皆様のほうの努力も
必要。今後の人口減少対策、福祉対策とし
て非常に不可欠な問題と考えているので、
積極的に進めていきたいと思っている。

⑪森林を守る雇用拡大事業に
ついて（岩本）
ウッドピアでも働き手が不足をしていると
いう状態の中で、雇用の実績と今後どのよ
うにして雇用数を守っていくのか。

産業課長
福利厚生関係の支援と一緒に、森林組合・
ウッドピア等の職員募集の資料、パンフレ
ット等の作成にも充てている。適正な雇用
数というような数値は明確に出ていない
が、実績は出ている。

⑫ドローンの活用について（岩本）
ドローンを購入しているが、将来ドローン
をどういうふうに活用していくのか。

産業課長
林地、田畑の確認調査関係や災害調査時の
確認や延焼状況の確認、そういうものに使
いたい。

⑬ふるさと納税について（中田）
今後のふるさと納税についての考え方と、
目標も含めたものがあれば示してほしい。

総務課長
返礼品については、地元産ということで、
限りもある部分もある。これを拡大すると
いうことについては、難しい面もあろうか
と思う。
インターネットを通じてふるさと納税等を

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

五月会研修会の様子
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編 後集 記
　秋は食べ物が豊富にあります。稲刈り、椎茸原木おろし、古ホタ整

理、茶の選定等大変忙しい時期でもあります。

　一方では、クマバチ退治、蜜蜂採取等、一時期この村から人口が減

る時期でもあります。早朝からある場所に集合し、「クマバチがついと

らにゃええが」・「悪代官するなよ」等話題豊富に出発しいざ収穫する

が、案の定「クマバチがついとるわい」・「こりゃ逃げとるわい」と期待

外れに少しがっかりしながら帰路につき反省会。

　「来年は絶対入るから大丈夫」と言い聞かせながら終了。自然相手

にはかないません。（甲斐）

（編集委員）山本多喜弥　尾形浩一　甲斐光徳　田原尚美

（10）

議 会 活 動 報 告

議会傍聴して
　　　　　　　みませんか？

　第4回村議会定例会は、12月

6日（金）開催予定です。お気

軽にお越しください。

　お問い合わせ：議会事務局

☎ ６５－１１３０(直通)　

月 日 内　　　　容 場　所

8

9

宮崎市

宮崎市

延岡市
北海道
役　場
松の平
議　場
五ヶ瀬町

熊本県

延岡市・日向市

役　場

宮崎市
中　公

役　場

議　場

1

2
3
7
10

19

20

22

26

28

30
2

3

11

入郷地域開発期成同盟会要望活動
正副議長研修会
地方行政問題研修
九州中央自動車道沿線議会期成会総会
more trees トリエンナーレ2019（～4日）
議会運営委員会
国道327号方川谷トンネル開通式
第2回臨時議会
国道503号期成同盟会総会

九州中央自動車道整備促進地方大会

県庁等要望活動

市郡議長会出先機関への要望活動
議会運営委員会
五月会研修会（土木・林務駐在）
林活議連役員会・研修会
五月会研修会（民生児童委員・寿会連合会）
議会運営委員会
議会全員協議会
第3回定例議会開会（～20日）

月 日 内　　　　容 場　所参加者参加者

9

10

役　場
役　場
役　場
役　場
議　場
東京都
川崎市
日向市
村　内
役　場
役　場
滋賀県
国富町
宮崎市
議　場
宮崎市
長崎市
福岡市
熊本県
延岡市

議　長
議　長
副議長
全　員
議　長
全　員
全　員
全　員
全　員

全　員

議　長

全　員

梅田議員
全　員

全　員

全　員

全員
全員
全員
全員
全員
全員
全員
全員

全員
全員

全員

全　員
議　長
全　員
全　員
全　員

12
13
17
19
20
24
25
30
1

2

3
10
11

17

29

30

31

決算審査特別委員会
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会（とりまとめ）
第3回定例議会本会議（最終日）
国土交通省・林野庁への要望活動
連合所管事務調査
郡議長会研修会
国道5路線現地調査
人口減少対策特別委員会
五月会研修会（WP、JA、森組）
町村議会議員特別セミナー（～4日）
県町村議長会臨時総会・議員大会
県土整備部要望活動
第3回臨時議会
国道5路線要望活動
林活議連九州大会
九州地方整備局への要望活動
連合所管事務調査
北部広域行政事務組合議会

議　長、
副議長、
産建委員長

宮崎市
延岡市
日向市

総務・
産建委員長

議 長、
産建委員長

議 長、
産建委員長

産建委員長


